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《代表理事あいさつ》 

これまで 8 年間、momo を運営する中で、個人にとって“出資”は、「（元本は保証されない

が）返してもらえるお金」として、寄付よりも出しやすさがある一方で、企業にとっては寄付の

方がありがたい（税制優遇があるとなおよい）ことを実感してきました。 

 

また、市民公益活動団体（NPO）にとって“融資”は、助成よりも自立（自律）が促されま

すが、返済が見込めない場合には、当然融資を受けられません。完済を迎えた融資先の中には、

返済期間や融資金額などが momo の条件を上回り、自分たちだけでは対応できない案件も生ま

れつつあります。そうした段階のNPOをどう支えるか。そのために企業や行政といった地域資

源をどう巻き込むかが大きな課題のひとつです。 

 

私たちのこれから 10年のチャレンジは、「地域内“志金”循環モデル構想」（図）の実現です。

日本でいちばん“志金”が循環する地域を目指して、以下の 3つの連携を通して NPOに必要な

お金の流れをつくります。 

 
（１）「中間支援組織」との連携 

他地域における NPO バンクの設立・運営をサポートします。2011 年度は一般財団法人地域

創造基金みやぎ、12年度は NPO法人津市NPOサポートセンターからスタッフを研修で受け入

れました。 

（２）「行政」との連携 

愛知県で初めての市民コミュニティ財団「あいちコミュニティ財団」の設立を支援しました。

設立資金として 653名の発起人（設立寄付者）から総額 9,501,789円の寄付を 118日間で集め、

13年 4月 1日に一般財団法人として設立されています。 

（３）「地域金融機関」との連携 

地域金融機関との人事交流等を行い、人材育成や商品開発を後押しします。12 年度は以下の

取り組みを実施しました。 

●愛知県内に本店を置く地域金融機関の職員が講師やアドバイザーを務める「集合研修」（全 3

回）や「仮想理事会」の実施 

●愛知県内に本店を置くすべての信用金庫・労働金庫（16 金庫）と NPO の問題意識や取り組

みを学ぶ「検討会」（全 5回）の実施 

●中日信用金庫と東海労働金庫の職員が職業上持つ知識や経験、スキルを生かす“プロボノパー

トナー”として、momo 融資先の組織課題解決に挑む「しんきん＆ろうきんプロボノプロジ

ェクト」（全 5回）の実施 http://blog.canpan.info/bank-probono/ 

（13年度は瀬戸信用金庫と東濃信用金庫が本プロジェクトに取り組みます。） 
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そして 10年後には、NPOへの“志金”循環により、愛知県内に本店を置く 16地域金融機関

の預金総額（約 13.4兆円・2010 年度）のうち、地域外へと流出している約 6 兆円の 1％（600

億円）が、地域内に循環している社会の実現を目指します。 

 

「ひとりで見る夢はただの夢。みんなで見る夢は現実となる」。オノ・ヨーコの言葉の通り、私

たちはみんなで見る夢にするプロセスを歩み始めました。その実現に向けた地域の小さな営みに、

ぜひご注目・ご参画ください。 

 
 

2013年 7月吉日 

コミュニティ・ユース・バンクmomo 

代表理事 木村真樹 
 

 

 
《2012 年度のハイライト》 
●マンスリーサポーター制度「momoたね基金」を開始 

●刈谷市（市民協働課）と株式会社デンソー（社会貢献推進室）と「NPO等情報流通促進協議

会」を組織 

●地域金融機関との連携が本格化（「しんきん＆ろうきんプロボノプロジェクト」など） 

●一般財団法人あいちコミュニティ財団の設立を支援 

●「地域資源白書 2012＠東海版」を発行 

●専従有給スタッフが 3人に 
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コミュニティ・ユース・バンクmomo  

2012 年度事業報告 

１．出資金の募集 

11 年度に引き続き、出資金の募集は“量の拡大”を目的とせず、「融資先に適切な支援を

提供できる人材を巻き込む機会」としてとらえ、「質の向上」に努めました。 

12年度は、セミナーや講座などを通して当団体の理念や取り組みに共感し、出資いただい

たケースが多く見られました。一つひとつの出会った場で丁寧に関係を紡ぎ、出資を働きか

けてきた結果、12年度末の正会員数は 514（個人 486・団体 28）、出資総額は 52,622,900円

となりました。 

また、12年度もこれまでに引き続き、500,000口以上の出資を希望される方には、当団体

のミッションや現状、元本割れのリスク等を必ず電話等で説明させていただき、私たちのこ

とをご理解いただいた上で出資いただくようにしました。 

なお、当団体の出資総額は 1,000 万円を超えているため、ペイオフ（金融機関が破綻した

際の処理方法のひとつ）対策として決済性預金の口座で管理しています。同預金だと利息は

つきませんが、金融機関が破綻しても正会員のみなさまの出資金は全額保護されます。 

 

【出資金残高】 

 10年度末 11年度末 12年度末 前年度比 

正会員（個人） 434 472 486 +15 

正会員（団体） 22 24 28 +4 

出資金（口） 47,340,000 48,350,000 52,622,900 +4,272,900 

 

２．正会員への融資 

（１）融資の募集 

つなぎ融資（補助金などが交付されるまでの資金のつなぎ）は随時、一般融資（起業資金

や設備資金等への融資）は半年に一度、受付期間を区切って募集を行い、その都度チラシや

電子メールでの告知に努めました。また、12 年度も引き続き、当団体の融資に対する考え

方や各融資先の声を掲載した「融資のあゆみ」を作成し、チラシとともに配布しました。 

また、個人向け融資の可能性を探るため、有志で勉強会を開催し、現状分析や課題を洗い

出しました。 

 

【各回の申込受付期間・申込数・融資決定数】 

 申込受付期間 申込数 融資決定数 

第 12回 12年 6月 1日（土）～7月 31日（水） 3 2 

第 13回 12年 12月 1日（土）～13年 1月 31日（木） 3 1 

 

（２）「融資無料相談」の実施 

毎月 23日に「融資無料相談」を実施（時間帯は各月によって異なる）し、融資希望者と

ともに融資の可能性を探っていく機会を設けました。12年度は 15件のご相談をいただきま

した。 

 

（３）面談（一次審査）前のハンズオン支援の実施 

「資金借入申込書」による書類審査を通過し、「事業内容説明書」等をご提出いただいた融

資申込先には、各担当理事がハンズオン支援（継続的に成長していくためのあらゆるサポー

ト）を行い、次のステップである面談（一次審査）を双方にとって有意義なものにすること

を目指しました。 
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（４）融資審査委員会の開催 

融資申込案件は融資審査委員会で審議し、融資実施の可否は理事会で決定します。同委員

会は理事のほか、NPO/NGO やコミュニティビジネス、金融のエキスパートである顧問に

よって構成され、一般融資（起業資金等に対する融資）の審査は書類審査や面談、訪問調査

を 2～3ヶ月かけて慎重に行いました。 

なお、つなぎ融資に関しては資金ニーズの緊急性も勘案し、同委員会を開催せずに理事会

のみで審査を行いました。（必要に応じて、顧問への意見聴取は実施しています。） 

また、12年度の顧問は以下の通りです（敬称略）。 

・奥田裕之（NPO法人まちぽっと 事務局スタッフ） 

・川北輝（NPO法人津市 NPOサポートセンター 理事長） 

・東海労働金庫 ※若手職員を研修目的で受け入れました。 

・原美智子（NPO法人ぎふ NPOセンター 事務局長） 

・村田元夫（株式会社ピー・エス・サポート 代表取締役） 

 

（５）融資の実施 

借り手の資金ニーズの把握に努め、出資総額の 70％を目標に融資を行いました。貸し倒

れ等のリスク対策として、貸付金利息を損失準備金として積み立てるとともに、理事の出資

金（13年 5月末で 269万円）を劣後出資として設定し、当面の貸し倒れに備えました。ま

た、12年度も返済延滞案件が発生したため、理事会で原因と対策を検討しました。 

 

（６）個人向け融資勉強会 

個人向け融資勉強会は、2011 年に「momo で個人の生活資金等を対象にした融資ができ

ないでしょうか？」という会員さんからの一言がきっかけでした。 

東日本大震災ならびに原子力発電所の事故を受けて、環境、食、エネルギー（I ターン、

電力の自給）など、日々の暮らしの中で想いをもってアクションし始めている個人が生まれ

ています。そのような個人の取り組みに融資をすることで、「自分たちの手に生活を取り戻

すこと」や「生かしきれていない志金を生かすこと」ができないかということで、12 年度

は毎月 1回程度、勉強会を行いました。 

昨年度の総会では「事例を調べて課題が見えてきたこと」「出資者と対話しながら検討を

重ねていきたいこと」を報告しましたが、「新しい制度をつくる」という取り組みの大きさ

に腰が引けたのか、勉強会への参加者数は減っていきました。 

最終的には少ない人数でしたが、「足るを知る暮らし」や「社会的な個人のアクション」

への融資は、収入を得て返済に充てることが難しく、そうした取り組みには、融資ではなく、

寄付（勉強会では餞別という言葉を使った）がふさわしいのではないかという結論になり、

個人向け融資を制度化・実現することは見送ることになりました。 

 

【融資実施数】（累計） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 10年度末 11年度末 12年度末 前年度比 

融資件数 22 34 41 ＋7 

融資金額（万円） 5,296 7,571 9,045 ＋1,474 

 
【融資先】上清水信男 

不耕起栽培による有機野菜の生産と販売 

 
【融資先】一般社団法人しん 

地域活動支援センター とびら 
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【12年度融資先一覧】 

融資先名 
事業 

拠点 
事業名 

融資金額

（円） 
融資期間 

年利

（％） 

12 年度末 

残高（円） 

一般社団法人 

しん 

愛知県 

名古屋市 

地域活動支援セ

ンター とびら 
1,800,000 

2013年 5月 10日～

2016年 5月 25日 
2.0 1,800,000 

中部 ESD拠点

協議会 

愛知県 

春日井市 

国連「ESDの 10

年」最終年会合へ

の「ESD中部モ

デル」のインプッ

ト 

4,800,000 
2013年 1月 22日～

2013年 5月 9日 
2.0 0 

株式会社 

ランダムネス 

愛知県 

名古屋市 

外国人と日本人

がともに成長で

きる場づくり事

業 

1,200,000 
2012年 12月 12日～

2015年 1月 25日 
2.5 

 

962,666 

 

上清水信男 
岐阜県 

高山市 

不耕起栽培によ

る有機野菜の生

産と販売 

340,000 
2012年 11月 19日～

2015年 10月 25日 
2.5 283,465 

一般社団法人

高齢者等支援

フォーラム 

静岡県 

浜松市 

障がい者の就労

継続支援 A 型事

業所立ち上げ及

び運営 

2,800,000 
2012年 10月 5日～

2013年 6月 30日 
2.0 2,800,000 

中部 ESD 拠点

推進会議 

愛知県 

春日井市 

「持続可能な社

会づくり」のため

の大学および地

域における社会

改善推進リーダ

ーの育成事業 

1,000,000 
2012年 9月 24日～

2013年 5月 17日 
2.0 0 

株式会社関む

ぎパッション

フルーツ組合 

岐阜県関市 

パッションフル

ーツの露地栽培

の確立と新商品

開発 

2,800,000 
2012年 7月 27日～ 

2013年 7月 31日 
2.0 2,800,000 

きそがわ日和

実行委員会 

岐阜県 

美濃加茂市 

き そ が わ 日 和

2012 春夏秋冬プ

ロジェクト 

1,500,000 
2012年 5月 14日～ 

2013年 4月 19日 
2.0 0 

まいか 

プロジェクト 

岐阜県 

高山市 

野菜の処理加工

を通じた小規模

農家と消費者連

携による農山村

地域づくり 

2,000,000 
2012年 5月 14日～

2015年 5月 25日 
2.5 1,348,305 

NPO法人 

青ねこくらぶ 

愛知県 

刈谷市 

障がい福祉サー

ビス事業への移

行 

1,000,000 
2012年 4月 27日～

2013年 3月 2１日 
2.5 0 

NPO法人 

ブラジル 

友の会 

岐阜県 

美濃加茂市 

多様な価値観と

グローバルな視

野を持つ人材育

成～多文化共生

社会の橋渡し役

～（ポルトガル語

教室）、外国人児

童・生徒学習支援

事業、美濃加茂市

定住外国人自立

支援センター、岐

阜県外国人相談

窓口支援センタ

ーと正しい情報

を届けるしくみ

づくり事業、岐阜

県で暮らす外国

籍住民の生活実

2,700,000 
2011年 12月 26日（～

2017年 3月 25日） 
2.0 2,326,759 
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態調査 

農園サユール 

イトシロ 

岐阜県 

郡上市 

生産効率化のた

めの機械化事業 
250,000 

2011年 11月 18日～

2013年 12月 25日 
2.5 76,098 

こらぼ屋 
三重県 

四日市市 

コミュニティサロ

ン併設型飲食店「結

縁屋台」のパイロッ

トショップバリア

フリー化改装工事 

2,800,000 
2010年 12月 28日～

2013年 3月 13日 
2.0 0 

NPO法人 

志民連 

いちのみや 

愛知県 

一宮市 

138fooddrink 

オリジナルフー

ド＆ドリンク地

域資源化プロジ

ェクト 

540,000 
2010年 12月 22日～

2013年 3月 25日 
2.5 0 

NPO法人 

ふれ愛名古屋 

愛知県 

名古屋市 
児童デイ natsu 1,500,000 

2010年 11月 15日～

2013年 6月 25日 
2.5 51,572 

合同会社

yaotomi 

愛知県 

名古屋市 
野菜販売事業 500,000 

2010年 8月 30日～

2012年 10月 25日 
2.5 0 

GOEN農場 

岐阜県 

加茂郡 

白川町 

鶏舎の建て替え 500,000 
2010年 6月 16日～

2012年 8月 22日 
2.5 0 

  合計 30,280,000  合計 12,448,865 

 

３．啓発・広報及び情報提供 

（１）メーリングリストの運営 

・会員メーリングリスト（ momo-members@yahoogroups.jp ）：融資先の現状やイベント

案内、毎月の出資・融資状況等をお知らせする「momo レポート」（月１回配信）など、

12年度は計 95 回、会員のみなさまへメールを配信しました。13年 6月末現在、メーリ

ングリストの登録者数は 481名です。 

・交流メーリングリスト（ momo-koryu@yahoogroups.jp ）：10 年度より正会員の同士の

「情報交換」「交流の場」として設置しました。12 年度は計 269 回、会員のみなさま同士

でメールが配信されました。13年 6月末現在、メーリングリストの登録者数は 451名で

す。 

 

（２）Webサイトの運営

トップページにある「お知らせ」や融資先情報、当団体への出資時にいただく「出資者の

声」、ブログ「momoレンジャーの日々」などを随時更新しました。また、12年度は新たに

マンスリーサポーター制度「momo たね基金」と「momo たね基金参加者の声」のページ

をWebサイトに開設しました。 

・twitter http://www.twitter.com/momo_bank/ 

・facebookページ http://www.facebook.com/cyb.momo 

 

（３）ニューズレター「momo通信」の発行 

12年度は 12年 8月、11月、13年 2月、5月の計 4回（A5判、16ページ、モノクロ）

を発行しました。当団体融資先に焦点を当て、各事業者が形成するコミュニティや、ソーシ

ャルファイナンス（社会的金融）をテーマに、momo が取り組む「お金によって切れたつ

ながりを、お金を通してもう一度つなぐ」試みを誌面上で展開しました。「momoのファン

になろう」を合言葉に、Web サイト等で紹介されている内容にとどまらないファンならで

は情報を掲載しました。 

また、中間支援団体、イベント配布用として「momo 通信＠かわら版」を発行し、情報

会員以外にも当団体の動きを発信しました。 

 

【情報会員数】 

 10年度末 11年度末 12年度末 前年度比 

情報会員数 136 142 100 —42 

http://www.twitter.com/momo_bank/
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 （４）マンスリーサポーター制度「momoたね基金」の導入 

助成金や補助金に頼らない運営を目指し、12 年度よりマンスリーサポーター制度を新た

に設けました。当団体の非資金的支援や運営を応援いただける方を募りました。12 年度末

現在のマンスリーサポーター数は 9名です。 

 

 （５）イベントの開催・出展 

12年度は、以下の事業をmomoレンジャーが中心となって実施しました。 

【主なイベント等の概要】 

●「地域内“志金”循環促進事業」連続セミナー：“志金”を愛知県内で循環させるために、非

資金的支援の「あり方」「やり方」をテーマに、【助成】【投資】【融資】などの資金的支援

に携わるゲストからお話を伺い、参加者同士も話し合うトークセッションを行いました。 

●「協働コーディネート業務（テーマ：寄付文化の醸成）」連続セミナー：各地の市民コミュニ

ティ財団で活躍中のゲストをお招きし、創造的な対話と場をつくる「ワールド・カフェ」とい

う手法を通して参加者同士の対話を行いました。 

●「『情報流通』促進事業」フォトレポーター養成講座：NPOの信頼性を高めるために、NPO

を取材し、情報発信を担うボランティアスタッフを、育成してきました。 

●ブース出展：来場者が多数集まる屋内外の各イベントにブースを出展し、直接対話で出資を募

る「ダイレクトダイアログ」等を実施しました。 

●プロセスマネージャー養成塾：事業者の伴走者としてそのプロセスに寄り添いながら解決策を

ともに考える「支援力」を養う講座を開講しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【イベント】yaotomi 完済イベント 

 

 

【イベント】「地域内"志金"循環（お金の地

産地消）推進事業」連続セミナー第 2回 

 

【ブース出展】ぼらチャリ 2012 

 

【イベント】momo新年会 2013 

 



8 

 

【12年度実施イベント一覧】 

年月日 イベント名 場所 参加者数 備考 

【12年】     

6月 27日（水） フォトレポーター養成講座【第

1回】 

刈谷市市民ボラ

ンティア活動セ

ンター 

22名 主催：NPO 等情報流通促進

協議会 

7月 1日（日） 「 地 域 内 “ 志 金 ” 循

環 （ お 金 の 地 産 地

消 ） 推 進 事 業 」 キ ッ

ク オ フ ワ ー ク シ ョ ッ プ  

ウインクあいち 50名 主催：愛知県 

7月 3日（火） キ ャ パ シ テ ィ ビ ル デ ィ

ン グ  ワ ー ク シ ョ ッ プ

＆ 公 募 説 明 会  

ウインクあいち 17名 共催：パナソニック株式会社 

7月 7日（土）〜8日（日） 第 4 回 N P O バ ン ク

フ ォ ー ラ ム  ～ 「 円 」

を 「 縁 」 に 変 え よ う ！  

～  

分 科 会 「みんなの資金を

“志金”に変える 非資金的支

援の「あり方」「やり方」」 

福岡開催 — 主催：第 4回全国NPOバン

クフォーラム実行委員会 

助成：地球環境基金 

7月 11日（水） フォトレポーター養成講座【第

2回】 

刈谷市市民ボラ

ンティア活動セ

ンター 

26名 主催：NPO 等情報流通促進

協議会 

7月 25日（水） フォトレポーター養成講座【第

3回】 

刈谷市市民ボラ

ンティア活動セ

ンター 

24名 主催：NPO 等情報流通促進

協議会 

7月 27日（金） プロセスマネージャー養成塾

募集説明会 

momo事務所 10名 助成：地球環境基金 

7月 29日（日） 第 7回定時総会 東別院会館 41名  

8月 2日（木） オリエンテーション＆認知症サ

ポーター養成講座 

知多市市民活

動センター 

23名 共催：NPO 法人地域福祉サ

ポートちた 

8月 3日（金） 傾聴ボランティア心得講座＆

携帯カメラで美しく写真を撮る

方法講座 

半田市市民交

流センター 

20名 共催：NPO 法人地域福祉サ

ポートちた 

8月 3日（金） フ ォ ト レ ポ ー タ ー 養 成

講 座 事 前 説 明 会

＠ 名 古 屋  

名古屋市市民

活動推進センタ

ー 

7名  

8月 8日（水） フォトレポーター養成講座【第

4回】 

刈谷市市民ボラ

ンティア活動セ

ンター 

25名 主催：NPO 等情報流通促進

協議会 

8月 12日（日） プロセスマネージャー養成塾・

第 1回場づくり研修 

名古屋都市セン

ター 

27名 助成：地球環境基金 

8月 22日（水） フォトレポーター養成講座【第

5回】 

刈谷市市民ボラ

ンティア活動セ

ンター 

23名 主催：NPO 等情報流通促進

協議会 

8月 23日（木） 「まちのたね通信」の生かし方

講座 

半田市市民交

流センター 

19名 共催：NPO 法人地域福祉サ

ポートちた 

8月 23日（木） フォトレポーター養成講座＠名

古屋【第 1回】 

名古屋市社会

福祉協議会 

16名  

8月 27日（月） 「 地 域 内 “ 志 金 ” 循

環 （ お 金 の 地 産 地

消 ） 推 進 事 業 」 説

明 会 （ ワ ー ク シ ョ ッ

プ ） ＠ 一 宮  

一宮市スポーツ

文化センター 

32名 主催：愛知県 

8月 28日（火）、9月 3

日（月）～4日（火） 

地域内“志金”循環（お金の地

産地消）推進事業「集 合

研 修 」  

ウィルあいち 12名 主催：愛知県 

8月 29日（水） 「 地 域 内 “ 志 金 ” 循

環 （ お 金 の 地 産 地

消 ） 推 進 事 業 」 説

小牧市公民館 21名 主催：愛知県 

協力：NPO 法人こまき市民

活動ネットワーク 
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明 会 （ ワ ー ク シ ョ ッ

プ ） ＠ 小 牧  

8月 30日（木） 「 地 域 内 “ 志 金 ” 循

環 （ お 金 の 地 産 地

消 ） 推 進 事 業 」 説

明 会 （ ワ ー ク シ ョ ッ

プ ） ＠ 知 多  

知多市市民活

動センター 

32名 主催：愛知県 

協力：知多市市民活動センタ

ー 

8月 30日（木） 「 地 域 内 “ 志 金 ” 循

環 （ お 金 の 地 産 地

消 ） 推 進 事 業 」 説

明 会 （ ワ ー ク シ ョ ッ

プ ） ＠ 刈 谷  

刈谷市民ボラン

ティア活動セン

ター 

14名 主催：愛知県 

共催：刈谷市民ボランティア

活動センター 

 

8月 31日（金） 「 地 域 内 “ 志 金 ” 循

環 （ お 金 の 地 産 地

消 ） 推 進 事 業 」 説

明 会 （ ワ ー ク シ ョ ッ

プ ） ＠ 半 田  

半田市市民交

流センター 

20名 主催：愛知県 

協力：はんだまちづくりひろ

ば 

 

9月 5日（水） フォトレポーター養成講座【第

6回】 

刈谷市市民ボラ

ンティア活動セ

ンター 

22名 主催：NPO 等情報流通促進

協議会 

9月 7日（金） 「 地 域 内 “ 志 金 ” 循

環 （ お 金 の 地 産 地

消 ） 推 進 事 業 」 説

明 会 （ ワ ー ク シ ョ ッ

プ ） ＠ 豊 橋  

豊橋市民センタ

ーオレンジプラ

ザ 

16名 主催：愛知県 

9月 8日（土） シンポジウム：社会事業家の

成長を育む仕組みや仕掛けと

は？〜会計の役割から考える

〜 

ウインクあいち 52名 主催：認定NPO法人 ＮＰＯ

会計税務専門家ネットワーク 

9月 11日（火） フォトレポーター養成講座＠名

古屋【第 2回】 

名古屋市市民

活動推進センタ

ー 

18名  

9月 12日（水） 「 地 域 内 “ 志 金 ” 循

環 （ お 金 の 地 産 地

消 ） 推 進 事 業 」 説

明 会 （ ワ ー ク シ ョ ッ

プ ） ＠ 蒲 郡  

がまごおり市民

まちづくりセンタ

ー 

24名 主催：愛知県 

協力：がまごおり市民まちづ

くりセンター 

9月 14日（金） 「 地 域 内 “ 志 金 ” 循

環 （ お 金 の 地 産 地

消 ） 推 進 事 業 」 説

明 会 （ ワ ー ク シ ョ ッ

プ ） ＠ 岡 崎  

東部地域交流セ

ンター・むらさき

かん 

36名 主催：愛知県 

協力：NPO 法人岡崎まち育

てセンター・りた 

9月 19日（水） 「地域内“志金”循環（お金の

地産地消）推進事業」連続セミ

ナー第 1回 

ウィルあいち 17名 主催：愛知県 

9月 23日（日） 「愛知まちのたね通信」開設記

念シンポジウム 

刈谷市市民ボラ

ンティア活動セ

ンター 

54名 主催：NPO 等情報流通促進

協議会 

9月 29日（土） 愛フェス 2012 愛・地球博記念

公園 

— ブース出展（主催：愛フェス

2012実行委員会） 

10月 13日（土） 公開提案評価会 刈谷市市民ボ

ランティア活動

センター 

12名 主催：NPO 等情報流通促進

協議会 

10月 13日（土） 「 ふ れ 愛 名 古 屋 」 と

の 交 流 イ ベ ン ト 秋 の

お で か け ツ ア ー  

岡崎市千万町 39名 主催：NPO 法人ふれ愛名古

屋 

10月 17日（水） 「地域内“志金”循環（お金の

地産地消）推進事業」連続セミ

ナー第 2回 

ウィルあいち 37名 主催：愛知県 

10月 26日（金） 「白書作成支援 2012」募集説

明会 

momo事務所 5団体 助成：地球環境基金 
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10月 28日（日） ぼ ら チ ャ リ 2 0 1 2  ナディアパーク —  

11月 3日（土） 「 プ ロ セ ス マ ネ ー ジ ャ

ー 養 成 塾 」 【 第 2

回 】 集 合 研 修  

ウィルあいち 18名 助成：地球環境基金 

11月 4日（日） 融資先 yaotomi 完済イベント 名古屋都市セン

ター 

26名 助成：地球環境基金 

共催：合同会社 yaotomi 

11月 7日（水） 「協働コーディネート業務（テー

マ：寄付文化の醸成）」連続セ

ミナー第1回 

つ な が れ っ と

NAGOYA 

14名 主催：名古屋市 

11月 20日（火） ボランティアスタッフ募集説明

会 

momo事務所 6名  

11月 21日（水） 「地域内“志金”循環（お金の

地産地消）推進事業」連続セミ

ナー第 3回 

ウィルあいち 15名 主催：愛知県 

12月 8日(土) 国際協力カレッジ 2012 JICA中部 － 主催：JICA中部 

共催 ：NPO 法人名古屋

NGOセンター 

12月 18日（火） 「協働コーディネート業務（テー

マ：寄付文化の醸成）」連続セ

ミナー第2回 

名古屋市市民

活動推進センタ

ー 

9名 主催：名古屋市 

12月 19日（水） 「地域内“志金”循環（お金の

地産地消）推進事業」連続セミ

ナー第 4回 

ウィルあいち 23名 主催：愛知県 

12月 26日（水） オフ会 刈谷市民ボラン

ティア活動セン

ター 

19名 主催：NPO 等情報流通促進

協議会 

【13年】     

1月 12日(土) 新しい公共フォーラム・あいち

「分科会」 

愛知大学 40名 主催：愛知県 

1月 16日（火） 「地域内“志金”循環（お金の

地産地消）推進事業」連続セミ

ナー第 4回 

ウィルあいち 12名 主催：愛知県 

1月 20日（日） m o m o 「 大 新 年 会 」  momo事務所 36名  

1月 23日（水） 「協働コーディネート業務（テー

マ：寄付文化の醸成）」連続セ

ミナー第3回 

名古屋市市民

活動推進センタ

ー 

14名 主催：名古屋市 

2月 2日（土） プロセスマネージャー養成塾 

第 3回集合研修 

ウィルあいち 8名 助成：地球環境基金 

 

2月 7日(火) 「地域内“志金”循環促進事

業」連続セミナー第 5 回  

ウィルあいち 12名 主催：愛知県 

2月 11日（月・祝） プ ロ セ ス マ ネ ー ジ ャ ー

養 成 塾  第 2 期 ・

最 終 報 告 会  

ウィルあいち 13名 助成：地球環境基金 

 

2月 17日（日） し ん き ん ＆ ろ う き ん プ

ロ ボ ノ プ ロ ジ ェ ク ト シ ン

ポ ジ ウ ム  

東海労働金庫 

本店 

49名   

2月 23日（土） 「地域内“志金”循環（お金の

地産地消）推進事業」フォーラ

ム 

中京大学 55名 主催：愛知県 

3月 3日（日） 「情報流通」促進事業フ ォ ー

ラム  

刈谷市民ボラン

ティア活動セン

ター 

35名 主催：NPO 等情報流通促進

協議会 

4月 21日（土） momo レンジャー募集説明会 momo 事務所 5名  

5月 18日(土） momo レンジャー募集説明会 com-cafe 三八

屋 

6名  

5月 18日（土） m o m o 融 資 先 「 志

民 連 い ち の み や 」 完

済 イ ベ ン ト  

com-cafe 三八

屋 

23名 協力：NPO 法人志民連いち

のみや 

※各イベント等の報告は、下記URLをご覧ください。 

http://www.momobank.net/activity/ 

http://www.momobank.net/activity/
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４．正会員に対する人力、情報提供等の支援及びコンサルティング業務 

当団体は、NPO/NGOやコミュニティビジネスに対する資金的な支援（融資）の他に、 

（１）情報発信（当団体のネットワークを活用し、融資先に関する情報発信を行う） 

（２）場づくり（出資者と融資先との対話の場をつくる） 

という 2つの非資金的な支援に取り組むことができると考えています。 

12 年度も、融資先のニーズによっては支援チームをつくり、事業者の日々の変化に、よ

り柔軟かつ迅速に応えるよう努めました。各チームの活動内容は以下の通りです。 

 

●「NPO法人ふれ愛名古屋」チーム                          

 

■融資先のニーズ 

普段外に出ることが少ない子どもたちの

ために、多くの人たちに触れ合う機会をつ

くってもらいたい。彼らのことをもっと多

くの人たちに知ってもらえるよう手伝って

ほしい。 

 

■解決策 

お出かけツアーを年に 1度、「月イチ☆キ

ャラバン」（momoレンジャーによる natsu

訪問）を月に 1 度、実施しました。その様

子を、ブログ「ふれ愛メーター」で発信し

ています。 

http://blog.canpan.info/momo-fureai/ 

また、ふれ愛名古屋の公式ホームページ

も開設しました。 

 

■その中で大切にしてきたこと 

デイケア施設natsuへ定期的に訪問して

子どもたちと遊んだり、鈴木代表やスタッ

フとこまめに連絡を取るようにしました。

また、子どもたちが笑顔で楽しんでもらえ

ることをいつも心がけながら、支援につい

て話し合いました。 

 

 

 

■融資先の声 

ふれ愛名古屋は団体立ち上げ後から融資

をいただきました。おかげで 3年経った今、

無事に返済することができ、経営も順調で

す。この 2 年半、お金以上に貸していただ

いたものがあります。それは「momo レン

ジャー」という“志金”です。私たちが大

変な時期に彼らから多くの支援をいただい

たことは決して忘れません。ありがとうご

ざいました。 

 
 
 

●「まいかプロジェクト」チーム                             

 

■融資先のニーズ 

岐阜県飛騨地方にはおいしい野菜がた

くさんあるのに、スーパーには遠くから

来た野菜がたくさん並んでいて、地元の

農家は売れ残った野菜をどんどん捨てて

いる。かつては当たり前だった地域の資

源を地域の中できちんと回し、必要な所

に新鮮な野菜を届けるしくみをつくりた

いと考えている「まいかプロジェクト」。

地域の想いと想いをつなぐmomoから融

資を受けることで、新たな仲間に出会え

ることを期待されています。 

 

■解決策 

まずはmomo内でまいかプロジェクト

が取り扱う“スチーム野菜”を食べる機

会をつくっています。また、東海ろうき

んプロボノプロジェクトやmomo通信の

取材を活用し、定期的にコミュニケーシ

ョンを図っています。 

 

■その中で大切にしてきたこと 

心がけているのは、まいかプロジェク

トにかかわるそれぞれの方の想いを大切

にお聴きすること。野菜の生産者、販売

者、コーディネーターそれぞれ違う立場

からの声を受け止め、どのように momo

としてかかわればよいか日々考え続けて

います。 

 

■融資先の声 

おかげさまで立ち上げから一年、飛騨発
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♪ 農と食をテーマにスタート。自然と人の

いのち、記憶を大切にする食生活の提案を

農作業体験、講演会、講習会を通し形にし

てきました。今後はmomo会員のみなさま

に講習会へのご案内等ができるよう、広報

にも力を入れていきたいと思っています。

立ち上げに際しご融資いただいた感謝を形

にしていく一年にしたいと思います。 

 
  

●「合同会社 yaotomi」チーム                              

 

■融資先のニーズ 

yaotomi が必要とする場づくり、情報発

信、マンパワーが足りない時のお手伝い、

yaotomiの相談を聴く、そして温かい応援。 

 

■解決策 

yaotomi が主催するイベントへの参加、

イベントの企画・運営、momo のネットワ

ークを用いた情報発信などを手伝いました。

また、代表の犬飼さんからお話を聴く場を

定期的に持ちました。その想いを少しでも

理解した上で応援できるよう、わからない

ことには質問を繰り返しました。  

 

■その中で大切にしてきたこと 

犬飼さんからお話を聴くときには、熱心

に耳を傾け、疑問に思ったことや自分たち

の感じていることを素直にぶつけるよう

に心がけました。経営的なアドバイスはで

きなくても、気兼ねなく話ができる友だち

のような関係でいられたらと思っていま

す。 

 

■融資先の声 

momoがいてくれたことで、考えさせて

もらう場を与えてもらえ、レンジャーが一

緒に考えてくれたことがよかったです。

momo は確実に僕の立場に立って考えて

くれ、そのおかげもあり、2 年間でいろい

ろなことを試すことができたことに、とて

も感謝しています。 

     

 

●「NPO法人志民連いちのみや」チーム                         

       

■融資先のニーズ 

外からの力も必要と考え、地域性を大 

切にしつつも広域で事業を展開する

momo からの支援と、今後の継続的な協

働を期待しました。資金の使途は、設備

に対する補助金入金時までのつなぎと、

地ビール事業に直接必要な設備資金でし

た。 

■解決策 

志民連いちのみやが運営する「らぶた

な」「杜の宮市」「PROJECT2021」など

のイベントに参加しました。 

具体的には、イベント「坊主NIGHT」

を開催。歴史の中で地域の中心的役割を

果たしてきたお寺の機能とコミュニティ

カフェを重ねて捉え、コミュニティのあ

り方について考えました。 

 

■その中で大切にしてきたこと 

融資先の目指したい方向性と乖離しな

い支援を心がけました。そのため、融資申

込時の資料を読み返し、融資先の理念を確

認しました。自分たちにできる事はmomo

の長所である「情報発信」「場づくり」を

生かして貢献することだと判断し、インタ

ーネットや口コミを通した広報に関する

支援に力を入れました。 

完済後も一宮のコミュニティの重要な
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役割を果たす志民連いちのみやと三八屋

を応援し時々遊びに行きたいと思います。 

 

■融資先の声 

この２年半ほど、momo の多様なメンバー

と多様な接触をしてきました。地ビール工房

「一宮ブルワリー」や、隣接するコミュニテ

ィ施設「com-cafe三八屋」で、momoのメン

バーと会い、ともに事業を運営したことは、 

楽しくも刺激的な時間であり、その中で次の 

事業展開や次世代への夢も膨らんでいきまし

た。 

 

 
 

 

●メディアチーム                                    

■活動内容 

事務局スタッフと連携し、「momo通信」

の企画・編集や Web サイトでの情報発信

を担っています。12年度は Facebookを中

心に、ブログや twitter での情報発信を行

いました。 

また、昨年度に引き続き、融資先や他地

域でのソーシャルファイナンスの取り組

みを紹介し、momo 通信に掲載しました。

momoレンジャーのみならず、momoに関

わる方にも寄稿していただく機会が増え、

取り上げる情報の幅が広がりつつありま

す。 

 

●エンパワーメントチーム                                

■活動内容 

momo の活動を支えている約 30 名の

momoのボランティアスタッフ（momoレ

ンジャー）が生き生きと活動できるように、

月に一回程度の打ち合わせをして、momo

レンジャー同士の情報共有や交流が活発

になる仕掛けを考えています。12 年度は、

出資者に呼びかけて新年会を開催するな

ど、レンジャーだけでなく出資者も含めた

よりよいコミュニティづくりを目指して

活動しました。 

 

 

５．地域経済や民間非営利活動に関する調査、研究 

（１）相互支援コミュニティ形成事業 

東海地域の NPOが継続して活動していくために、他団体の多様な資源を共有し、活用す

ることで、相互に支援し合う場づくりに取り組みました。5～10年後のこの地域のNPOを

担っていく世代が中心となって活動している NPO7団体（NPO法人アスクネット、NPO

法人起業支援ネット、コミュニティ・ユース・バンクmomo、NPO法人 G-net、NPO法人

大ナゴヤ・ユニバーシティー・ネットワーク、NPO法人多文化共生リソースセンター東海、

NPO法人中部リサイクル運動市民の会）が定例MTGや仮想理事会、「理事会」をテーマ

とした集合研修を通して、各団体の相互理解を深め、連携を強化しました。 

 

（２）NPO等への信頼と支援を促す「情報流通」促進事業【補助：愛知県 新しい公共支援事

業「新しい公共の場づくりのためのモデル事業（市町村等対象）」】 

NPO 等が市民からの信頼性を高めるために、【１】市民ボランティア「フォトレポータ

ー」の募集・育成、【２】NPO 等の活動を紹介するケータイ写真投稿サイト「愛知まちの

たね通信」（ http://aichi.machitane.net/ ）の開設・運営、【３】市民と NPO 等が交流す

る「場づくり」のトライアルを通して、地域で NPO 等の情報が発信され、流通する仕組

みを構築しました。（本事業は刈谷市（市民協働課）と株式会社デンソー（社会貢献推進室）

と当団体 3者で NPO等情報流通促進協議会を形成し、実施しました。） 
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（３）環境保全活動を支えるソーシャルファイナンス促進事業【助成：平成 24年度独立行政

法人環境再生保全機構地球環境基金】 

ソーシャルファイナンス（社会的金融）を実現するためには、【１】資金の借り手である

環境 NPO が自分たちの取り組みの「必要性」や「有効性」をわかりやすく伝えられるよ

うになること、【２】環境 NPOの課題を適切に把握し、問題解決の糸口をともに考えられ

る「プロセスマネージャー」の存在が不可欠であること、【３】地域金融機関が環境 NPO

に対する投融資の重要性を認識し、地域の関係者と連携・協力しながら積極的に支援して

いくことの 3点が重要であることから、12年度は、資金の借り手である環境 NPOが出し

手である市民、貸し手である金融機関とつながり、お互いにかかわり続けていく基盤づく

りに取り組みました。 

 

（４）地域内“志金”循環（お金の地産地消）推進事業【委託：愛知県 新しい公共支援事業

「NPO等活動基盤整備支援事業」】 

NPO等への寄付・融資を増進するために、寄付増進に関する「実証調査」の実施、継続

的な資金調達基盤をつくる「研修会」や、NPO等を育む生態系を創出する「委員会」「セミ

ナー」の開催等、資金の出し手（市民）・受け手（NPO等）・生かし手（助成・金融機関、

中間支援組織等）に対する各事業を通して、NPO等の財政基盤を整備する仕組みのひとつ

として「一般財団法人あいちコミュニティ財団」の設立を支援しました。 

 

（５）協働コーディネート業務（テーマ：寄付文化の醸成）【委託：名古屋市】 

【１】協働会議の実施 

「市民の寄付などの資金が市民活動に回る仕組みづくり」を検討するために、資金の出し手

（市民）、受け手（市民活動団体）、生かし手（助成・金融機関、中間支援組織等）が一堂に

会し、寄付文化を醸成する（主に名古屋市内における）先行事例を学び合いました。 

【２】協働事業の実施 

「市民の寄付などの資金が市民活動に回る仕組みづくり」を検討するために、資金の出し手

（市民）、受け手（市民活動団体）、生かし手（助成・金融機関、中間支援組織等）が一堂に

会し、寄付文化を醸成する（他地域における）先行事例を学び合いました。また、市民活動

団体自身の信頼性を高めるためには、市民活動団体の“商品”である情報の「開示」「発信」

が不可欠のため、情報の「流通」によって寄付・応援を獲得している（愛知県内＋他地域に

おける）先行事例を学びました。 

 

（６）しんきん＆ろうきんプロボノプロジェクト【補助：国土交通省・平成 24年度「新しい

公共」の担い手による地域づくり活動に対する非資金的支援のモデル事業】 

地域活動の自立的な発展とそれによる地域活性化を実現するために、東海労働金庫、中日

信用金庫、有限責任事業組合サステナブル経営研究会、一般社団法人 SR 連携プラットフォ

ームの協力のもと、本事業のプロセスと成果を“見える化”する「情報発信」や、「新しい

公共」の担い手に足りない経営資源を持ち寄る「場づくり」の実施、協力先・地方自治体と

の「委員会」の開催等の各事業を通して、「新しい公共」の考え方に基づくコミュニティ活

動に地域資源（資金、知恵等）が持ち寄られる仕組みを構築しました。 

 

 

（７）実行委員会や会議等への派遣 

12 年度は以下の実行委員会や会議等に、代表理事の木村、副代表理事の長谷川、理事の

荻江・田口・藤岡、事務局スタッフの斉藤・鈴木を委員として派遣しました。 

【木村】 

・愛知県「NPOと行政の協働に関する実務者会議」第 5期 構成員 

・環境省中部地方環境事務所 サステナブルビジネス支援ネットワーク検討委員会 委員 

・休眠口座国民会議 呼びかけ人 

・公益財団法人京都地域創造基金 経済産業省補助金 地域新事業移転促進事業アドバイザー 
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・全国 NPOバンク連絡会 理事 

・東海若手起業塾実行委員会 理事 

・名古屋市市民活動推進センター 協働コーディネーター＆NPOアドバイザー（テーマ：

寄付文化の醸成） 

・名古屋市社会福祉協議会・名古屋市主催「地域福祉リーディングモデル事業」選考委員会 委員 

・Panasonic NPOサポートファンド（環境分野） 助成選考委員 

・ぼらチャリ 2012実行委員会「ぼらチャリ 2012」企画運営委員会 委員 

【長谷川】 

・一宮市市民活動支援センター アドバイザー 

・日本財団助成事業 名古屋市市民活動団体向け『活動プログラム』対象団体募集 選考委員 

【荻江】 

・公益財団法人みらいファンド沖縄 選考委員会 委員 

【田口】【藤岡】【斉藤】 

・一宮市市民活動支援センター アドバイザー 

【鈴木】 

・一宮市市民活動支援センター アドバイザー 

・環境省中部地方環境事務所サステナブルビジネス伴走支援プロジェクトプロセスマネージャー 

 

（８）ヒアリング調査等への対応 

12年度、以下の団体等からのヒアリング調査等に対応しました。 

・一般社団法人中部産業連盟 国際研修部（JICA青年研修事業） 

・内閣官房 国家戦略室 

・名古屋商工会議所 中小企業・会員支援部 

・公益財団法人日本財団 

・NPO法人ネイチャリング・プロジェクト（鹿児島県 新しい公共支援事業） 

・三重県 雇用経済部 サービス産業振興課 

・三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社（国土交通省・「新しい公共」の担い手

に対する非資金的支援の拡大に関する調査） 

 

６．その他の事業 

（１）各地のNPOバンクとの連携 

12年度も全国各地のNPOバンクと連携し、NPOバンクの認知度と社会的信頼の向上に

努めました。12 年 7 月 7 日（土）～8 日（日）に福岡で開催された「第 4 回全国 NPO バ

ンクフォーラム」の実行委員会に参画しました。 

また、12 年 8月下旬から 13 年 3月末まで、NPOバンクの設立を目指す NPO法人津市

NPOサポートセンターからスタッフを研修目的（インターン）で 2名受け入れました。 

 

 

（２）企業・行政・NPOとの委託・協働事業の実施 

●東海若手起業塾 

12年度も引き続き「東海若手起業塾」（※）の実行委員会に参画し、東海地域で起業家支

援・若者支援の活動を行っている NPO4 団体（NPO 法人アスクネット／愛知県名古屋市、

一般社団法人アスバシ教育基金／愛知県名古屋市、NPO法人起業支援ネット／愛知県名古

屋市、G-net／岐阜県岐阜市）と、起業家支援の全国的組織である NPO 法人 ETIC.と協働

で運営しました。 

※地域の課題解決や地域資源の有効活用を通じて、東海地域を活性化したいと考えている若

手起業家を対象に、ビジネスモデルや事業戦略の質を高め、事業を成長軌道に乗せていく

ための支援プログラム（主催：東海若手起業塾実行委員会、協賛：ブラザー工業株式会社） 
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●パナソニック株式会社 

「Panasonic NPOサポートファンド」の公募説明会を共催し、東海地方の団体向けに「キ

ャパシティビルディングワークショップ」を 12年 7月 3日（火）に実施しました。 

●認定 NPO法人NPO会計税務専門家ネットワーク 

認定 NPO 法人 NPO 会計税務専門家ネットワーク（以下、＠PRO）と共催で、＠PRO

通常総会記念シンポジウム in 名古屋「社会事業家の成長を育む仕組みや仕掛けとは？～会

計の役割から考える～」を 12年 9月 8日（土）に開催しました。 

 

（３）総会・理事会の開催 

12 年 7 月 29 日（日）に定時総会を開催しました。また、理事会を下記の通り毎月開催

しました。 

 

【理事会の開催日時・主な議題】 

日時 主な議題 

【12年】  

6月 24日（日）10:00～16:00 第 7回定時総会、今後のビジョン 

7月 16日（月・祝）13:00～17:00 つなぎ融資（株式会社関むぎパッションフルーツ組合）、第 7回定時総会 

8月 2日（木）19:00〜21:00 第 12回融資（書類審査） 

8月 18日（土）10:00～17:00 
つなぎ融資（一般社団法人高齢者等支援フォーラム）、第12回融資（面談に向

けた支援内容） 

9月 4日（火）19:00〜21:00 つなぎ融資（中部 ESD拠点推進会議） 

9月 17日（月・祝）8:30～19:00 第 12回融資（一次審査） 

9月 26日（水）19:00～21:00 マンスリー会員制度 

10月 20日（土）13:00～17:00 第 12回融資（最終審査） 

11月 18日（日） 9:30～13:00 第 13回融資、今後の組織体制 

12月 23日（日） 9:30～13:00 つなぎ融資（中部 ESD拠点協議会）、今後の組織体制 

【13年】  

1月 20日（日） 9:30～13:00 今後の組織体制 

2月 3日（日）13:00～17:00 第 13回融資（書類審査）   

3月 12日（火）19:00～22:00 第 13回融資（面談に向けた支援内容） 

3月 17日（日） 9:30～21:00 第 13回融資（一次審査） 

4月 21日（日）13:00～17:00 第 13回融資（最終審査） 

5月 18日（土）9:30～13:00 今後の組織体制 
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 2012年度決算 

 

貸借対照表 

 

コミュニティ・ユース・バンクmomo 

 

2013年 5月 31日現在 

（単位：円） 

 

科   目 金    額 

Ⅰ資産の部          

  1 流動資産         

   現金   115,900     

   普通預金   16,622,173     

   別段預金   28,884,000     

   前渡金   0     

   仮払金   0     

   前払費用   92,350     

   未収入金   110,288     

    流動資産合計  45,824,711   

  2 固定資産         

   長期貸付金 12,448,865     

    固定資産合計   12,448,865   

    資産合計     58,273,576 

Ⅱ負債の部          

  1 流動負債         

   未払金   725,672     

   未払費用   7,582     

   未払法人税等 0     

   前受金   1,000,000     

   預り金   473,915     

   仮受金   0     

    流動負債合計  2,207,169   

  2 固定負債   0     

    固定負債合計   0   

    負債合計     2,207,169 

Ⅲ純資産の部          

  1 出資金     52,622,900   

  2 損失準備金     1,213,345   

  3 正味財産     2,230,162   

    純資産合計     56,066,407 

      

負債及び純資産合

計     58,273,576 
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収支計算書 

コミュニティ・ユース・バンクmomo 

              

             自 2012年 6月 1日至 2013年 5月 31日     （単位：円） 

  

※12年度中に運営資金が不足しましたが、理事による劣後出資金を充当しました。 
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純資産変動計算書 

 

自 2012年 6月 1日至 2013年 5月 31日 

（単位：円） 

摘要 出資金 損失準備金 正味財産 純資産合計 

前期末残高 48,350,000 781,264 2,379,835 51,511,099 

当期変動額         

 当期収支差額     282,408 282,408 

 出資金増加額 5,342,000     5,342,000 

 出資金返還額 △1,060,000     △1,060,000 

出資金寄付額 △9,100   △9,100 

 損失準備金積立額   432,081 △432,081 0 

当期変動額合計 4,272,900 432,081 △149,673 4,555,308 

当期末残高 52,622,900 1,213,345 2,230,162 56,066,407 

 

2012年 6月 1日より 2013年 5月 31日に至る期間の事業報告、貸借対照表、収支計算書、 

純資産変動計算書を以上の通り報告します。 

 

2013年 6月 26日 

コミュニティ・ユース・バンクmomo 

代表理事 木村 真樹 

副代表理事 上原 悦子 

副代表理事 長谷川友紀 

理   事 石川 孔明 

理   事 岩附あずさ 

理   事 加藤 篤博 

理 事 坂本 竜児 

理 事 田口 裕晃 

理   事 藤岡 博孝 

 

監査報告書 

 

監査の結果、2012 年 6 月 1 日から 2013 年 5 月 31 日までの第 8 期事業年度の貸借対照表、

収支計算書及び純資産変動計算書は、同時点のコミュニティ・ユース・バンク momo の財産及

び収支の状況を適正に表示しているものと認めます。 

2013年 7月 5日 

 

監   事 伊勢戸由紀 

監   事 伊藤 真弘 

監   事 荻江 大輔 


